
沖縄県委託業務

オンライン共同学習 参加者募集

日程 ① 事前学習 10月末までの間で各地で実施

② オンライン学習 11月 24日（火）～11月 28日（土）

平和な社会を創るためには、過去の戦争体験から学び近隣諸国の人々との相互理解が欠かせません。
本事業では、韓国・台湾・ベトナム・カンボジア・広島・長崎・沖縄の大学生らとともに各地の歴史について
学び、オンラインによるディスカッションを通して平和に関する意見交換を行います。

令和2年度「平和への思い」発信・交流・継承事業

お問い合わせ

特定非営利活動法人 沖縄平和協力センター
Okinawa Peace Assistance Center  - OPAC

〒900-0033
沖縄県那覇市久米1-5-18 稲福ビル201-B

TEL:  (098)866-4635 FAX:  (098)866-4638
URL: www.opac.or.jp E-mail: naka@opac.or.jp 

対象 韓国・台湾・ベトナム・カンボジア・広島・長崎・沖縄の大学に在籍する

大学生および大学院生 （各地 5名)

内容 各地域の紹介および歴史的出来事に関するプレゼンテーション

戦争・紛争の歴史から得られる教訓に関するディスカッション など

応募 募集要項参照
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参加費
無料

http://www.opac.or.jp/


「平和への思い」発信・交流・継承事業

募 集 要 項

事業趣旨

・沖縄と同様に悲惨な戦争体験などを有し、体験の継承と平和構築に取り組むアジア諸国と日本の学生が
共に学びつつ相互理解を深め、平和について考える機会を提供する。

・各国・地域の平和教育・平和活動等に貢献し、参加者間のネットワーク形成と広く平和のために活動す
る人材を育成する。

募集条件
①韓国・台湾・ベトナム・カンボジア・広島・長崎・沖縄において、大学に在籍する大学生および
大学院生。（各地 5名)

② 事前学習を含む全日程に参加できる者。

内容

① 事前学習 [10月末までに各地で実施]

- 各地域の学習テーマに関するプレゼンテーション資料の作成（15分以内に収まるもの）
- 各地域の参加者および地域に関する紹介動画の作成（5分以内に収まるもの）

② オンライン共同学習 [11/24（月）～11/28（土）]

- 11月中旬 ：オリエンテーション、通信環境確認
- 11/24（火）：開会式・セレモニー・オリエンテーション・動画紹介・沖縄の歴史に関する講義
- 11/25（水）：プレゼンテーション発表（広島・カンボジア・韓国）
- 11/26（木）：プレゼンテーション発表（長崎・台湾・ベトナム）
- 11/27（金）：プレゼンテーション発表（沖縄）・ディスカッション・振り返り
- 11/28（土）：各地域のまとめの発表・閉会式

オンライン共同学習の使用言語は日本語とし、必要に応じて各地に通訳を配置。
各日すべて午後開始の3～4時間程度を実施予定。

事前学習
テーマ

韓国 ：済州島 4.3事件
台湾 ：2.28事件
ベトナム ：ベトナム戦争
カンボジア ：ポル・ポト政権による虐殺
日本（広島） ：広島における原爆投下
日本（長崎） ：長崎における原爆投下
日本（沖縄） ：沖縄戦

費用 参加者の費用負担なし。

応募方法
応募用紙（沖縄平和協力センター ウェブサイトよりダウンロード可）に必要事項を記入の上、9月22日
（火）までに下記の申込先に郵送・メール・FAX等にて送付お願いします。参加希望者には後日事務局よ
り電話またはメールにて連絡いたします。

申込先
〒900-0033 沖縄県那覇市久米1-5-18 稲福ビル201-B

特定非営利活動法人 沖縄平和協力センター（OPAC） http://www.opac.or.jp/
TEL：098-866-4635 FAX：098-866-4638 E-mail：naka@opac.or.jp（仲泊）

・参加者は担当の各テーマにおける
- 歴史的事実が起きた背景
- そこから得られる教訓
- 平和な社会の創造・維持のために継承すべきこと

などについて、パワーポイントを作成（内容①参照）。

・資料作成の言語は英語/日本語/現地語のいずれかとする。

mailto:naka@opac.or.jp

